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【本書の特徴】

本書は歯科衛生士国家試験合格にむけて実戦力がつくよう編集された，受験対策書です．以

下の特徴を十分に活用し，合格への道を確実なものにしてください．

☆問題・解答・解説―最近過去�年間の歯科衛生士国家試験問題を完全収録し，解答と詳し

い解説を全問題に付してあります．なお，解説は厚生労働省から発表される解答に従っていま

す．実際の受験のリハーサル用に使えるように問題と解答・解説は分離して収載しています（付

録の模擬解答用紙は，コピーしてご利用ください）．

☆歯科衛生士国家試験受験Ｑ＆Ａ―歯科衛生士国家試験はどのような試験か，どのように実

施されるか，出題形式，解答のコツ，学習方法，試験当日の注意など，受験にあたっての細か

なガイド・アドバイスが示されています．また，合格後の歯科衛生士免許申請に必要なものや

注意事項も詳しく記されています．

☆傾向と対策―

①出題基準別に全問題が分類されており，出題基準を一覧できると同時に，表を活用して弱

点分野を克服できるようになっています．

②解説の右肩には問題の難易度が示されており，別表と照らし合わせることで自分の学習の

到達度がわかるようになっています．

③解説の右下には過去�年間に出題された類似問題が示されており，応用学習に役立ちます．

自分の力をはかれる

難易度（p. 43 参照)
解答

詳しく

わかりやすい

解説

応用学習と知識の補強ができる

類似問題

問題63 ａ，ｃ ☆

解 説 歯科衛生アセスメントの情報収集の種類の問

いである．主観的情報（Subjective data：Sデータ）

は対象者自身やその家族が話したことで医療面接を通

して得られる情報であり，主訴，現病歴，既往歴，喫

煙習慣，口腔清掃方法などのことである．客観的情報

（Objective data：O データ）は他者の観察や検査に

よって得られる情報であり，バイタルサイン，口腔内

写真，歯周組織の検査（歯の動揺度，歯肉出血スコア

など）などのことである．

◯類 29 回午前問題 64
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Ｑ．歯科衛生士国家試験はどんな試験ですか?

Ａ1．資格試験です

いままで皆さんが受験した高等学校や歯科衛生士学校の入学試験は，「選抜試

験」に属し，成績順に一定の人数（定員）を合格させるものでした．しかし，歯

科衛生士国家試験は歯科衛生士の業務を行う資格があるかどうかをチェックする

試験で，ある点数（例えば 60 点）以上であれば合格となる「資格試験」です．受

験資格を有する人は，通常日本の歯科衛生士学校または養成所を卒業した人また

は卒業見込の人ですが，それ以外の人は厚生労働省にたずねましょう．

Ａ2．四肢択一と四肢択二の 2つの方式でつくられています

一般に，試験の解答方法は，大別すると「記述方式」と「選択方式」にわかれ

ます．歯科衛生士国家試験は後者で，�つの選択肢の中から正解を選ぶ方式です．

そして，多くは解答記号ａ，ｂ，ｃ，ｄの中から解答 1つを選ぶ四肢択一問題で

すが，最近，解答記号の中から 2つ選ぶ四肢択二問題も増えてきています．した

がって，正解と思ったものを四肢択一では 1つ，四肢択二では 2つ確実にマーク

シートに記入しましょう．問題の最後に「2つ選べ」とある場合は，ここのところ

を で囲んで強調し，最後にマークシートと照らし合わせて 2カ所マークされ

ているか確認しましょう（わからなくても解答用紙を提出する前に，いずれかに

マークしておけば得点になる可能性があります）．また，先輩の体験談などを聞い

たり模擬試験を受けたりして，マークシート試験（マークの方法と塗りつぶす濃

さなども含め）に慣れておくとよいでしょう．

Ａ3．出題範囲が定められています

試験問題は，厚生労働省が定めた「歯科衛生士国家試験出題基準」に基づいて

作成されます．したがって試験問題は，出題基準に示される範囲の中から出るこ

とになります．出題基準には「大項目（�．�．…）」「小項目（Ａ，Ｂ，…）」お

よびさらにその下のランク（ａ，ｂ，…）まで示されており，基本的にはこの範

囲を勉強すればよいでしょう．本書では，令和 4年に改定された出題基準に沿っ

て，収録されている全問題を大項目，小項目のどこから出題されたか分類してあ

ります（p. 14〜）．まず，出題範囲を理解し，重要なところを外すことなく，計画

的に勉強を進めてください．

2 歯科衛生士国家試験受験Ｑ＆Ａ
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維
出題数にポイントをおく� 維維維維維維維維維維維維維維維維維維維

各科目の出題数は公表されていませんが，これまでの国家試験問題を分析した

結果，また，令和 4年版の出題基準の内容から，おおむね表�のように予想され

ます．

表� 科目別出題数

出題数

四 歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み 30〜32

34〜36

28〜30

28〜30

53〜55

�〜�

16〜18

�〜�

�〜�

科目名

六 臨床歯科医学

五 歯科衛生士概論

三 疾病の成り立ち及び回復過程の促進

二 歯・口腔の構造と機能

一 人体の構造と機能

九 歯科診療補助論

八 歯科保健指導論

七 歯科予防処置論

出題数が多い科目は得点源になります．逆にいえば不得意となると得点が大幅

に減るので，重点的に学習しておくとよいでしょう．また，出題数がほかより少

ない科目についても，まんべんなく学習する必要はありますが，より学習の能率

をよくするためには出題傾向をつかんでおくと効果的です．

【学習法アドバイス】 答え合わせをした結果を表�（p. 14〜）中の番号をぬりつ

ぶすなどしてわかるようにし，不正解の多かった範囲を重点的に復習して，習熟す

るのに役立てましょう．

維
難易度にポイントをおく� 維維維維維維維維維維維維維維維維維維維

表�（p. 43）は各年の全問題の難易度一覧表です．難易度のランクは，☆＝比

較的やさしい，☆☆＝ふつう，☆☆☆＝比較的むずかしい，となっています．

比較的難易度が中程度の問題が多いことがわかります．つまり，基本的には授

業と教科書を理解していれば合格ラインに達するということです．日々の学習を

大切にしましょう．

【学習法アドバイス】 答え合わせをした結果を，○×で表 3 中の問題番号に該当

する☆印に記します．

12 傾向と対策
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午 前

〔問題�〕上顎骨後面の写真（別冊午前 No. 1）を別に

示す．

矢印で示すのはどれか．

ａ 正円孔

ｂ 歯槽孔

ｃ 大口蓋孔

ｄ 小口蓋孔

別 冊

午前 No. 1 写真

〔問題�〕外分泌腺と内分泌腺の両方の構造をもつの

はどれか．

ａ 副 腎

ｂ 膵 臓

ｃ 甲状腺

ｄ 下垂体

〔問題�〕下顔面の写真（別冊午前 No. 2）を別に示す．

矢印で示すのはどれか．

ａ 人 中

ｂ 口 角

ｃ 鼻唇溝

ｄ 上唇結節

別 冊

午前 No. 2 写真

〔問題�〕下顎骨の写真（別冊午前 No. 3）を別に示す．

矢印で示す孔から出る神経の役割はどれか．

ａ 下唇の感覚

ｂ 口輪筋の運動

ｃ 顎下腺の分泌

ｄ 下顎前歯部歯肉の感覚

別 冊

午前 No. 3 写真

〔問題�〕血糖値を低下させるのはどれか．

ａ インスリン

ｂ グルカゴン

ｃ アドレナリン

ｄ サイロキシン

〔問題�〕炭酸-重炭酸塩緩衝系の化学反応式を示す．

①
CO2 ＋ H2O � H2OC3 � H＋ ＋ HCO3

−

①の反応を触媒するのはどれか．

ａ アルドラーゼ

ｂ 炭酸脱水酵素

50

（2018 年 3 月 4 日実施）

―問 題―

第 27回

歯科衛生士国家試験
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263-01283

2

第 27 回 歯科衛生士国家試験 ―解答―

午 前

76d51d26b1

解 答番号解 答番号解 答番号解 答番号

78a53b28a3

a，d77b52a27b2

a，d

80c55b30a5

d79b，d54a，b29a4

d

82b57b，c32a7

bc,bd,
cd

81c56a，d31b6

b，d

84a，c59a34a9

c83a58c，d33d8

c，d

86b61d36d11

b，d85a，b60d35b10

c

88b63b38b13

b，d87c，d62a，b37b12

a，b

90a，d65b40a15

a，d89a，b64c，d39c14

c

92a，d67a，b42c17

b，c91a，d66a41a16

b

94c，d69d44a，b19

c93a68a，c43b18

b，d

96d71a，c46a21

b，d95a70d45c20

b

98c73a48b23

c，d97c，d72c47d22

a

100a75c50d25

b，c99b74a，b49c24

d

110

109

108

107

106

105

104

103

102

101

番号

a，d

a，b

b，c

b，c

b

解 答

a，c

a，b

a，b

c

b，c

b

午 後

76b，d51a26c1

解 答番号解 答番号解 答番号解 答番号

78b53a28d3

c，d77d52d27d2

b

80c55a30d5

b，d79c，d54d29b4

a，b

82b57b32b7

a，b81a56a31a6

c

84c59a34b9

a，d83b，d58a33c8

c，d

86b61b，c36c11

b，d85a，c60b，c35
a,b,
c,d

10

b，d

88b，d63d38b13

b，d87a，d62a，c37d12

a

90b65a，c40b15

b，c89c，d64d39c14

a，d

92a，c67a42d17

b91a，d66c41d16

a，d

94a69a，d44c，d19

c93c，d68b，d43c18

b

96a，b71c46c21

d95c70a，b45a20

a，c

98a73b48a，d23

a97a，b72b，d47a，d22

a，b

100c75a，c50d25

a，b99c74b49d24

b

b

b

b，c

a

d

c

d

c

d

b，c

解 答

d

104

103

102

101

番号

110

109

108

107

106

105

＊午前問題 81：3 つの正解肢が正解であるため，3通りの解答を正解として採点する．

＊午後問題 10：複数の正解があるため，複数の選択肢を正解として採点する．
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午 前
人体と歯・口腔の構造と機能

問題� ｂ ☆☆

解 説 写真は上顎骨の後面である．上顎骨は，上顎

体とそこから突出する前頭突起（下記写真①），頰骨突

起（下記写真②），歯槽突起，口蓋突起（下記写真③）

の 4つの突起で構成されている．出題写真の矢印は上

顎体の外側面（側頭下面）の中央部にある小孔を示し

ており，歯槽孔である．歯槽孔は後上歯槽動脈と上顎

神経の後上歯槽枝が通る．正円孔は，中頭蓋底内面の

蝶形骨大翼に存在する孔であり，上顎神経が通る．大

口蓋孔と小口蓋孔は骨口蓋の後外側隅に存在し，大口

蓋孔には大口蓋神経，大口蓋動脈・静脈が通り，小口

蓋孔には小口蓋神経，小口蓋動脈・静脈が通る．また，

上顎体前面の上縁近くには，眼窩下動脈，眼窩下静脈，

眼窩下神経が通る眼窩下孔が存在する．歯科臨床では，

痛みのブロックを目的として，眼窩下孔，下顎孔，大

口蓋孔などへの伝達麻酔が行われる．

②③

①

◯類 25 回（16 年）午前問題 1，午後問題 3

問題� ｂ ☆☆

解 説 分泌とは，細胞が特定の物質を合成し細胞外

へ放出することをいい，分泌を主な機能とする腺細胞

の集団を腺とよぶ．外分泌腺では，腺房で産生された

分泌物が導管を介して運ばれるのに対し，内分泌腺で

は，分泌物は周囲の毛細血管に放出され，血流によっ

て運ばれる．膵臓は，消化酵素を含む膵液を分泌する

外分泌腺とインスリンやグルカゴンなどのホルモンを

分泌する内分泌腺の両方の構造をもつ器官である．副

腎，甲状腺，下垂体は，ホルモンを分泌する内分泌腺

である．

問題� ａ ☆

解 説 写真は下顔面の口唇周囲を示している．矢印

は上唇の正中の上部に存在する，人中とよばれる溝を

示している．口角は上唇と下唇の接合部，鼻唇溝は上

唇と頰の境にある浅い溝，上唇結節は上唇の正中の隆

起している部位である．

問題� ａ ☆☆

解 説 下顎骨は下顎体と下顎枝で構成されており，

写真の矢印は下顎体のオトガイ孔を示している．下顎

管を通る下歯槽神経，下歯槽動脈・静脈は，オトガイ

孔から出るとオトガイ神経，オトガイ動脈・静脈と名

前を変える．オトガイ神経は，下唇部とオトガイ部の

皮膚や粘膜の知覚を担う．口輪筋の運動は，顔面神経

の頰筋枝と下顎縁枝が支配する．顎下腺は，顔面神経

の刺激により，粘稠度の低い唾液を大量に分泌する．

下顎の歯と歯肉の感覚は，下顎神経が支配する．

◯類 24 回（15 年）午前問題 2 25 回午前問題 3

問題� ａ ☆

解 説 内分泌腺から分泌されるホルモンの働きに関

する問題である．インスリンはブドウ糖の細胞内への

取り込みを促し，血糖値（血中ブドウ糖濃度）を低下

させる．また，インスリンは膵臓のランゲルハンス島

にある B 細胞から分泌され，B 細胞の破壊で起こる 1

型糖尿病の治療に用いられる．グルカゴンは膵臓のラ

ンゲルハンス島にある A 細胞から分泌され，血糖値

を上昇させる．アドレナリンは副腎髄質から分泌され，

交感神経の活動と同様の働きをする．サイロキシンは

甲状腺から分泌され，全身の代謝を促進する．

問題� ｂ ☆☆

解 説 炭酸-重炭酸塩緩衝系は赤血球内で働き，血
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